筆記課題解答及び解説

訓練課題（筆記解答及び解説）

「給排水衛生設備管理」
解答

筆記課題「給排水衛生設備管理」

	入所年月
	番号
	氏名
	合計点
	評価判定

	平成　　　　年　　　　月入所
	
	
	
	


	1
	2
	3
	4
	5

	○
	○
	×
	×
	×

	6
	7
	8
	9
	10

	×
	○
	○
	×
	○

	11
	12
	13
	14
	15

	×
	○
	×
	×
	○

	16
	17
	18
	19
	20

	×
	○
	○
	○
	○

	21
	22
	23
	24
	25

	○
	○
	×
	○
	○

	26
	27
	28
	29
	30

	×
	×
	○
	×
	○

	31
	32
	33
	34
	35

	1
	3
	1
	2
	3

	36
	37
	38
	39
	40

	2
	2
	4
	4
	4


	番号
	解答
	解説
	備考

	１
	○
	
	

	２
	○
	
	

	３
	×
	上水系統と中水系統の接続や、上水系統と消火系統の接続といった、飲料水系統へ汚染物質が混入する恐れがある配管状態をクロスコネクションという
	

	４
	×
	クロスコネクションとなるため認められない
	

	５
	×
	残留塩素の濃度に応じて桃～桃赤色に変色する
	

	６
	×
	給湯管は上がり勾配とし、返湯管は下がり勾配とする
	

	７
	○
	
	

	８
	○
	同法規則第4条
	

	９
	×
	リフト式は水平方向のみに使用できる
	

	１０
	○
	
	

	１１
	×
	トラップ機能の保護と排水を円滑に流すという2点が設置目的
	

	１２
	○
	
	

	１３
	×
	通気がとられていない場合などに排水を行うと、管内に負圧が生じる。この負圧による吸い出し作用がトラップの破封の原因となる
	

	１４
	○
	
	

	１５
	○
	
	

	１６
	×
	構造上バイパス孔が詰まると水が止まらなくなる
	

	１７
	○
	
	

	１８
	○
	
	

	１９
	○
	
	

	２０
	○
	
	

	２１
	○
	
	

	２２
	○
	
	

	２３
	×
	ネジゲージにより適切な状態か確認すると、おおむね2.5～3山残る程度となる
	

	２４
	○
	ライニングがはがれる恐れがある
	

	２５
	○
	
	

	２６
	×
	シール剤が硬化する前に接合しなければならない
	

	２７
	×
	ろう付け作業の前にフラックスは塗布する
	

	２８
	○
	
	

	２９
	×
	鋼管と銅管といった異種金属同士を接合する場合、絶縁継手などを使用しなければならない。
	

	３０
	○
	
	

	３１
	1
	
	

	３２
	3
	オーバーフロー管が破損しても、タンク内の水は流出しない
	

	３３
	1
	吐出し量が減ることにより電流値は減少する
	

	３４
	2
	排水が滞留してしまうと腐食の原因ともなる
	

	３５
	3
	
	

	３６
	2
	玉形弁は流量調整用などに使用される
	

	３７
	2
	トイレからの排水は汚水である
	

	３８
	4
	60度ぐらいが適当。それ以下だと菌の繁殖を招く恐れがある
	

	３９
	4
	最も高い位置に設置しなければならない
	

	４０
	4
	リーマー：管のバリ取り用工具

パイプバイス：管固定用工具

パイプベンダー：管の曲げ加工工具
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